
　

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会

は
、
６
月
20
日
招
集
さ
れ
、
町

長
の
行
政
報
告
の
後
、
意
見
案

１
件
、
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

１
件
、
条
例
の
改
正
２
件
、
規

約
の
変
更
１
件
、
単
行
議
案
２

件
、補
正
予
算
３
件
を
審
議
し
、

一
般
質
問
を
行
い
同
日
閉
会
し

ま
し
た
。

片岡春雄　町長

　

平
成
29
年
度
寿
都
町
一
般
会

計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
、
５
月
31
日
に
出
納
閉

鎖
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
数
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

■
一
般
会
計

○
歳　

入

　
　
　

57
億
３
千
871
万
８
千
円

○
歳　

出

　
　
　

56
億
９
千
692
万
６
千
円

○
差
引
額
及
び
実
質
収
支
額

　
　
　
　
　

４
千
179
万
２
千
円

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
歳　

入

　
　
　
　
　

５
億
１
千
694
万
円

○
歳　

出

　
　
　

４
億
９
千
326
万
８
千
円

○
差
引
額
及
び
実
質
収
支
額

　
　
　
　
　

２
千
367
万
２
千
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

○
歳　

入

　
　
　
　
　

４
千
795
万
２
千
円

○
歳　

出

　
　
　
　
　

４
千
779
万
３
千
円

○
差
引
額
及
び
実
質
収
支
額

　
　
　
　
　
　
　

15
万
９
千
円

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

○
歳　

入

　
　
　

４
億
２
千
877
万
１
千
円

○
歳　

出

　
　
　

４
億
２
千
577
万
４
千
円

７月１４日・１５日に寿都神社例大祭が行われました。



○
差
引
額
及
び
実
質
収
支
額

　
　
　
　
　
　
　

299
万
７
千
円

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
歳　

入

　
　
　

１
億
４
千
365
万
７
千
円

○
歳　

出

　
　
　

１
億
３
千
668
万
５
千
円

○
差
引
額
及
び
実
質
収
支
額

　
　
　
　
　
　
　

697
万
２
千
円

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
歳　

入

　
　
　

３
億
２
千
588
万
５
千
円

○
歳　

出

　
　
　

３
億
１
千
935
万
１
千
円

○
差
引
額
及
び
実
質
収
支
額

　
　
　
　
　
　
　

653
万
４
千
円

◆
戸
籍
に
係
る
電
子
情
報
処
理

組
織
の
事
務
の
委
託
に
関
す
る

規
約
の
変
更
・
・
・
原
案
可
決

　

北
海
道
自
治
体
情
報
シ
ス
テ

ム
協
議
会
の
構
成
町
村
で
共
同

運
用
を
行
っ
て
い
る
、
戸
籍
に

係
る
電
子
情
報
処
理
組
織
の
事

務
に
、
新
た
に
３
町
が
加
わ
る

こ
と
か
ら
規
約
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

◆
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の

特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
第

３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
湯
別
辺
地
に
お
い
て
、
橋

梁
整
備
と
点
検
を
行
う
た
め
、

総
合
整
備
計
画
を
策
定
す
る
も

の
で
す
。

◆
土
地
の
取
得
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

風
力
発
電
事
業
等
の
整
備
に

供
す
る
た
め
、
平
成
30
年
６
月

11
日
仮
契
約
に
付
し
た
土
地
の

取
得
に
つ
い
て
、
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

・
取
得
目
的

　

風
力
発
電
事
業
等

　
　

整
備
用
地
の
取
得

■
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計

○
歳　

入

　
　
　

５
億
７
千
267
万
８
千
円

○
歳　

出

　
　
　

５
億
６
千
142
万
２
千
円

○
差
引
額
及
び
実
質
収
支
額

　
　
　
　
　

１
千
125
万
６
千
円

　　

以
上
の
各
会
計
の
決
算
に
つ

い
て
は
、
係
数
整
理
の
上
、
監

査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
議
会

に
提
出
い
た
し
ま
す
。

・
所
在
地

　

寿
都
郡
寿
都
町
字
樽
岸
町

　
　
　

小
川
112
番
地　

外
41
筆

・
面
積

　
　

42
万
４
千
589
・
92
平
方
m

・
取
得
金
額

　
　
　
　
　
　

849
万
１
千
798
円

・
契
約
の
相
手
方

　

寿
都
郡
黒
松
内
町
字

　
　
　
　

南
作
開
38
番
地
の
11

　

有
限
会
社　

北
日
本
農
場

　

代
表
取
締
役　

村
上　

マ
サ

◆
寿
都
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）・
・
・
・
原
案
可
決

　

予
算
総
額
に
１
千
990
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
54
億
９

千
803
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
総
務
費
（
特
産
品
取
扱
等
委

託
料
及
び
地
域
伝
統
文
化
育
成

事
業
補
助
金
ほ
か
）

　
　

１
億
７
千
676
万
１
千
円
減

・
民
生
費
（
医
療
給
付
シ
ス
テ

ム
改
修
業
務
委
託
料
）

　
　
　
　
　
　

46
万
２
千
円
増

・
商
工
費
（
地
域
産
業
振
興
事

業
補
助
金
）

　
　
　
　

１
億
８
千
300
万
円
増

・
土
木
費
（
磯
谷
高
原
線
改
修

工
事
費
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　

１
千
320
万
円
増

◆
「
北
海
道
主
要
農
作
物
等
種

子
条
例
」
の
制
定
を
求
め
る
意

見
書
・
・
・
・
・
・
原
案
否
決

　
　
　
　

（
賛
成
２
：
反
対
６
）

◆
後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組

合
議
会
議
員
選
挙

　

後
志
教
育
セ
ン
タ
ー
組
合

は
、
教
育
に
関
す
る
研
修
並
び

に
調
査
研
究
を
共
同
で
実
施
す

る
も
の
と
し
て
、
後
志
管
内
20

市
町
村
で
構
成
し
、
昭
和
50
年

に
設
立
さ
れ
、
事
務
所
を
倶
知

安
町
に
置
い
て
い
る
も
の
で

す
。

　

組
合
議
会
の
議
員
は
、
小
樽

市
を
含
め
、
後
志
管
内
の
市
町

村
長
並
び
に
議
会
議
員
、
合
わ

せ
て
20
名
で
構
成
さ
れ
、
４
年

任
期
と
し
て
町
村
ご
と
に
町
村

長
と
議
員
が
交
互
に
交
替
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寿
都
町
の
場
合
、
平
成
26
年

７
月
１
日
か
ら
町
長
が
組
合
議

員
で
し
た
が
、
平
成
30
年
６
月

30
日
で
任
期
が
満
了
し
、
７
月

１
日
か
ら
平
成
34
年
６
月
30
日

ま
で
の
４
年
間
は
議
会
側
か
ら

選
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
指
名

推
薦
に
よ
り
沢
村
國
昭
議
員
が

セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
議
員
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
寿
都
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
及
び
、
学
校
教
育
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整

理
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
に
従
事
す
る
支
援
員

の
資
格
要
件
の
緩
和
等
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
寿
都
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
・
・
・
原
案
可
決

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
代
替
保
育
に

関
わ
る
連
携
施
設
の
確
保
義
務

の
緩
和
等
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。
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単
行
議
案

条
例
の
一
部
改
正

補
正
予
算

規
約
の
変
更

意
見
案

選　

挙



◆
寿
都
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

予
算
総
額
に
251
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
億
４
千
141
万
円

と
し
ま
し
た
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
総
務
費
（
水
道
監
視
シ
ス
テ

ム
取
替
工
事
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　

251
万
円
増

◆
寿
都
町
風
力
発
電
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

ま
す
。

　

町
長
に
も
、
一
度
被
災
地
を

訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
心

か
ら
願
い
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

●
町　

長

　

幸
坂
議
員
の
御
質
問
に
お
答

え
し
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
、
被
災
地
の
視

察
大
変
御
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
福
島
第
１
原
発
の

事
故
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
だ

に
多
く
の
住
民
の
方
々
が
、
長

期
間
に
わ
た
っ
て
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
一
度
原
発
事
故
が
起

き
れ
ば
住
民
生
活
は
元
よ
り
、

漁
業
、
水
産
加
工
業
、
農
業
、

観
光
業
な
ど
社
会
経
済
に
甚
大

な
影
響
が
あ
る
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

原
子
力
発
電
所
は
、
何
よ
り

も
安
全
性
の
確
保
が
最
優
先
で

あ
り
、
発
電
所
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員

会
で
の
規
制
基
準
を
満
た
す
こ

と
は
元
よ
り
、
事
業
者
の
責
務

と
し
て
、
施
設
の
安
全
向
上
に

資
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

く
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

被
災
地
を
視
察
し
現
状
や
復

興
状
況
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の

声
を
実
際
に
確
認
す
る
こ
と

は
、
大
変
重
要
な
こ
と
と
認
識

　

予
算
総
額
に
２
億
４
千
700
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
８
億
４

千
100
万
円
と
し
ま
し
た
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
電
気
事
業
費
（
系
統
側
蓄
電

池
設
置
負
担
金
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
円
増

・
諸
支
出
金
（
一
般
会
計
繰
出

金
）　
　
　
　

５
千
300
万
円
減

し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
原

子
力
規
制
委
員
会
の
審
査
に
基

づ
く
、
原
子
力
発
電
所
再
稼
働

の
適
否
や
、
耐
用
年
数
の
経
過

し
た
発
電
施
設
の
廃
炉
の
方
向

性
、
さ
ら
に
、
福
島
原
発
事
故

の
惨
状
や
教
訓
を
、
今
後
の
原

子
力
施
策
に
生
か
す
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、
国
、
都
道
府
県
、

関
係
機
関
、
関
係
自
治
体
等
が

連
携
し
て
安
全
対
策
の
充
実
強

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、
緊

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
上

で
す
。

　第２回定例会での一般

質問では１名の方から３

項目について質問があり

ました。

■
質　

問

　

原
発
か
ら
８
年
目
の
福
島
は

今
と
い
う
こ
と
で
町
長
に
一
般

質
問
い
た
し
ま
す
。

　

先
月
、
福
島
の
原
発
事
故
被

災
地
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

津
波
と
原
発
事
故
に
よ
っ
て

廃
墟
と
な
っ
た
地
区
や
、
原
発

さ
え
な
け
れ
ば
日
々
の
暮
ら
し

が
営
ま
れ
て
い
た
は
ず
の
町
を

見
て
き
ま
し
た
。

　

仙
台
空
港
に
降
り
ま
し
て
常

磐
道
か
ら
浪
江
Ｉ
Ｃ
ま
で
高
速

道
路
を
行
き
ま
し
て
、
浪
江
Ｉ

Ｃ
か
ら
一
般
道
に
入
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、
一
般
道
に
入
る
と

す
ぐ
に
一
時
帰
宅
者
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
場
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　

自
宅
に
帰
っ
た
人
は
必
ず
そ

こ
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

て
、
ま
た
避
難
先
に
戻
る
と
い

う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

被
災
地
の
町
を
回
っ
て
き
ま

し
て
、
本
当
に
大
変
な
状
況
で

あ
り
ま
し
た
。

　

な
か
な
か
、
子
育
て
世
代
が

戻
っ
て
い
な
い
と
い
う
現
実
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
見
る
中
で
避
難
指
示

が
解
除
さ
れ
て
も
、
戻
る
に
戻

れ
な
い
と
い
う
こ
の
現
状
が
、

原
発
さ
え
な
け
れ
ば
と
思
わ
ず

に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
飯
原
発
運
転
差
止
め
訴
訟

で
、
福
井
地
裁
が
出
し
た
判
決

文
の
中
に
、
豊
か
な
国
土
と
そ

こ
に
国
民
が
根
を
お
ろ
し
て
生

活
し
て
い
る
事
が
国
富
で
あ

り
、
こ
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
が

出
来
な
く
な
る
こ
と
が
国
富
の

損
失
で
あ
る
と
、
書
か
れ
て
い
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■
質　

問

　

道
徳
の
教
科
化
と
採
用
さ
れ

た
教
科
書
に
つ
い
て
、
教
育
長

に
伺
い
ま
す
。

　

戦
前
の
教
育
勅
語
に
基
づ
く

修
身
科
で
、
国
定
教
科
書
を

使
っ
た
道
徳
教
育
が
行
わ
れ
た

こ
と
へ
の
深
い
反
省
か
ら
、
戦

後
し
ば
ら
く
は
道
徳
の
時
間
は

設
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
９
５
８
年
、
岸
信
介
内
閣

が
「
道
徳
の
時
間
」
を
導
入
し
、

「
教
科
外
活
動
」
と
し
て
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
、
第
一
次
安
倍

内
閣
が
教
育
基
本
法
を
改
定

し
、
旧
教
育
基
本
法
は
10
条
で

「
教
育
は
、
不
当
な
支
配
に
服

す
る
こ
と
な
く
、
国
民
全
体
に

対
し
直
接
に
責
任
を
負
っ
て
行

わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」と
、

政
治
に
よ
る
教
育
の
支
配
を
排

除
し
て
い
ま
し
た
が
、
安
倍
政

権
は
「
国
民
全
体
に
対
し
直
接

に
責
任
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
部
分

を
削
除
し
「
こ
の
法
律
及
び
他

の
法
律
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
」
と
、
法
律
が
あ
れ
ば
政
治

権
力
が
教
育
に
入
っ
て
い
け
る

よ
う
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

な
ど
、
学
習
状
況
や
道
徳
性
に

係
る
成
長
の
様
子
を
見
取
り
、

評
価
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

取
り
組
み
と
な
る
訳
で
す
の

で
、
校
内
研
修
や
道
徳
教
育
の

先
進
地
視
察
な
ど
で
、
研
鑽
を

積
む
こ
と
に
よ
り
対
応
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
の
業
務
量
の
増

加
へ
の
対
策
で
す
が
、
北
海
道

教
育
委
員
会
は
教
育
職
員
の
時

間
外
勤
務
縮
減
の
取
り
組
み
と

し
て
、
本
年
度
、
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
、
北
海
道
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
市

町
村
教
育
委
員
会
も
こ
れ
に
準

ず
る
取
り
組
み
を
す
る
と
、
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

教
職
員
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
と
健
康
増
進
を
図
る
観
点

か
ら
、
勤
務
時
間
を
意
識
し
た

働
き
方
改
革
の
推
進
や
、
調
査

業
務
等
の
見
直
し
な
ど
に
着
手

し
た
所
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
効
果
を
検
証
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
採
択
さ
れ
た
教
科
書

に
関
し
て
の
御
質
問
で
す
が
、

２
年
生
の
教
科
書
に
、
大
切
な

国
旗
と
国
歌
、
さ
ら
に
国
旗
と

国
歌
を
大
切
に
す
る
と
い
っ
た

記
述
が
あ
り
、
戦
前
、
戦
中
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
と
い
っ
た
声

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
国

旗
、
国
歌
に
つ
い
て
は
、
平
成

11
年
に
国
旗
及
び
国
歌
に
関
す

２
年
生
の
道
徳
の
教
科
書
に
、

国
旗
国
歌
を
大
切
に
す
る
と
い

う
項
目
が
あ
り
、
４
点
の
説
明

が
あ
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
国
旗
の
意
味
で

す
。

　

２
点
目
は
、
国
歌
の
意
味
で

す
。

　

３
点
目
は
、
な
ぜ
国
旗
国
歌

を
大
切
に
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

４
点
目
は
、
国
旗
国
歌
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
の
表
し
方
と

い
う
こ
と
で
、
起
立
を
し
て
、

国
旗
に
対
し
て
、姿
勢
を
正
し
、

帽
子
を
と
っ
て
、礼
を
し
ま
す
。

　

次
に
、
国
歌
が
流
れ
た
ら
、

み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
歌
い
ま

す
。
と
い
う
記
述
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

４
点
目
の
説
明
を
見
て
、
戦

前
・
戦
中
に
学
童
が
日
の
丸
と

御
真
影
に
向
か
っ
て
最
敬
礼
を

す
る
映
像
が
浮
か
ん
で
き
ま
し

た
。

　

保
護
者
の
中
か
ら
も
そ
う

い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　

４
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
道

徳
の
教
科
化
と
、
採
用
さ
れ
た

教
科
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
教

育
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

●
教
育
長

　

幸
坂
議
員
の
道
徳
の
教
科
化

と
採
用
さ
れ
た
教
科
書
に
つ
い

て
の
御
質
問
に
お
答
え
し
ま

　

２
０
１
５
年
に
は
、
教
育
委

員
会
制
度
が
改
変
さ
れ
、
そ
れ

ま
で
は
地
方
自
治
の
下
に
お
か

れ
、
首
長
か
ら
独
立
し
た
行
政

組
織
と
さ
れ
教
育
委
員
の
互
選

で
選
ば
れ
て
い
た
教
育
委
員
長

が
、新
教
育
委
員
会
制
度
で
は
、

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本

化
し
新
教
育
長
を
首
長
が
任
命

す
る
こ
と
に
な
り
、
教
育
に
関

す
る
「
大
綱
」
を
国
の
方
針
を

参
酌
し
て
首
長
が
策
定
す
る
な

ど
教
育
へ
の
国
の
介
入
が
強
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
４
月
か
ら
道

徳
が
「
特
別
の
教
科
」
と
な
り
、

必
ず
文
科
省
の
検
定
の
教
科
書

を
使
い
、
そ
れ
ま
で
行
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
児
童
生
徒
の
学
習

状
況
を
評
価
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

教
師
か
ら
は
、
内
面
の
評
価

を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ど

う
評
価
を
す
れ
ば
良
い
の
か
戸

惑
い
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
で
も
働
き
す
ぎ
て

い
る
教
員
が
、
更
に
仕
事
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に

な
り
ま
す
。

　

後
志
地
区
で
採
用
さ
れ
て
い

る
教
育
出
版
の
教
科
書
で
は
、

る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
一
般
的

に
儀
式
な
ど
の
際
、
日
の
丸
掲

揚
と
君
が
代
斉
唱
が
広
く
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

学
校
に
お
け
る
国
旗
と
国
歌

の
指
導
に
つ
い
て
は
、
児
童
、

生
徒
が
国
旗
と
国
歌
の
意
味
を

理
解
し
、
そ
れ
ら
を
尊
重
す
る

態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
、
国

際
的
に
も
全
て
の
国
の
国
旗
と

国
歌
に
対
し
て
、
等
し
く
敬
意

を
表
す
る
態
度
を
育
て
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
起
立
し
国
旗
に
対
し

姿
勢
を
正
し
、
帽
子
を
と
っ
て

礼
を
し
ま
す
に
つ
き
ま
し
て

も
、
こ
う
し
た
姿
勢
が
社
会
で

関
わ
り
を
持
ち
、
周
り
や
目
上

の
人
等
に
対
し
敬
意
を
表
す
と

と
も
に
、
社
会
で
の
マ
ナ
ー
を

育
む
も
の
で
す
。

　

冒
頭
で
申
し
上
げ
ま
し
た
導

入
の
背
景
と
必
要
性
か
ら
、
道

徳
の
教
科
化
は
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
度
採
択
さ
れ
た
教

科
書
は
今
後
の
社
会
的
な
マ

ナ
ー
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
、
各
学
年
に
合
わ
せ
て
必
要

な
事
項
が
、
総
合
的
に
網
羅
さ

れ
た
内
容
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
再
質
問

　

道
徳
の
教
科
書
に
つ
い
て
再

質
問
い
た
し
ま
す
。

　

道
徳
の
導
入
に
つ
い
て
は
い

じ
め
防
止
の
た
め
と
い
う
こ
と

す
。

　

特
別
の
教
科
「
道
徳
」
は
、

小
学
校
で
は
平
成
30
年
度
か
ら

導
入
さ
れ
、
中
学
校
で
は
平
成

31
年
度
か
ら
教
科
と
し
て
、
導

入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
円
滑
な
社
会
生
活
を
営
む

た
め
に
、
様
々
な
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
や
、

尊
い
命
が
絶
た
れ
る
と
い
っ
た

痛
ま
し
い
事
案
の
、
い
じ
め
の

防
止
等
の
対
策
と
し
て
、
特
別

の
教
科
「
道
徳
」
の
充
実
が
重

要
と
の
こ
と
か
ら
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
道
徳
に
つ
い

て
は
教
科
外
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
教
材
を
使
い
道
徳
の
時
間

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
道
徳
は
、
主
人

公
の
気
持
ち
を
考
え
よ
う
な
ど

の
、
教
材
を
読
む
こ
と
に
集
中

し
、
読
み
物
道
徳
の
面
が
強

か
っ
た
と
い
う
指
摘
か
ら
、
考

え
、
議
論
す
る
道
徳
、
い
わ
ゆ

る
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い
学

び
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

を
基
本
と
し
た
、
量
、
質
と
も

に
転
換
を
図
る
も
の
を
狙
い
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

御
指
摘
の
道
徳
の
評
価
に
つ

い
て
は
、
数
字
な
ど
に
よ
る
評

価
で
は
な
く
記
述
式
の
評
価
と

な
り
、
一
定
の
期
間
の
中
で
そ

の
児
童
の
道
徳
に
対
す
る
変
様
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が
、お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
の
対
策
と
し
て
、
道

徳
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
を

私
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
で
読
ん

だ
り
し
て
お
り
ま
し
て
、
い
じ

め
の
防
止
に
つ
い
て
は
道
徳
で

は
な
く
、
や
は
り
教
員
が
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
が
も
っ
と

あ
れ
ば
、
子
ど
も
の
状
態
を
受

け
止
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
い

う
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

教
師
の
働
き
方
改
革
の
問

題
も
お
話
あ
り
ま
し
た
け
ど
、

も
っ
と
教
師
の
数
を
増
や
す
と

い
う
こ
と
が
、
１
つ
の
対
策
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

道
徳
の
導
入
と
い
う
事
は
、

本
来
は
憲
法
の
理
想
を
実
現
す

る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の
尊

厳
を
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
平

和
の
価
値
を
学
び
主
権
者
の
心

構
え
を
身
に
つ
け
る
、
市
民
教

育
が
中
心
で
あ
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　

国
が
検
定
し
た
教
科
書
で
、

特
定
の
徳
目
を
教
え
、
子
ど
も

た
ち
が
道
徳
的
価
値
を
身
に
つ

け
た
か
ど
う
か
を
評
価
さ
れ
る

と
い
う
事
は
、
戦
前
の
修
身
科

に
つ
な
が
る
道
で
す
。

　

欧
米
で
は
一
般
的
に
教
科
書

検
定
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

教
科
書
の
使
用
義
務
も
学
校
や

教
師
に
課
せ
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

個
人
の
生
き
方
や
内
面
に
関

る
道
徳
に
、
国
が
関
与
し
な
い

ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
よ
う

に
、
働
き
方
改
革
の
中
で
検
証

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
旗
国
歌
に
つ
き
ま

し
て
は
、
決
し
て
子
ど
も
た
ち

に
強
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
先
ほ
ど

も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

国
旗
と
国
歌
の
意
味
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
事
で
す
の

で
、
御
理
解
を
お
願
い
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

と
い
う
考
え
方
が
貫
か
れ
て
い

ま
す
。

　

国
旗
国
歌
に
つ
い
て
は
、
平

成
11
年
に
法
制
化
さ
れ
ま
し
た

が
国
会
の
答
弁
で
は
、
繰
り
返

し
国
民
に
対
し
て
国
旗
の
掲

揚
、
国
歌
の
斉
唱
を
義
務
付
け

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が

国
会
の
答
弁
で
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
教
育
の
現
場
で
は

平
成
元
年
の
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
で
、
国
旗
の
掲
揚
と
国
歌

の
斉
唱
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

入
学
式
、
卒
業
式
で
教
員
が

口
を
あ
け
て
国
歌
を
歌
っ
て
い

る
か
ど
う
か
を
監
視
す
る
と
い

う
、
異
常
な
事
態
に
ま
で
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
で
は
、
国

旗
国
歌
を
教
育
現
場
に
強
制
し

て
い
る
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
的
に
見
て
も
極
め
て
例

外
的
な
状
況
で
す
。

　

国
旗
国
歌
に
つ
い
て
は
、
国

が
公
的
な
場
で
公
式
に
用
い
る

と
こ
ろ
に
限
ら
れ
る
べ
き
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
の
場
に
強
制
す
る
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
教
育
長

　

ま
ず
１
点
目
の
質
問
の
関
係

で
、
教
員
と
子
ど
も
が
向
き
合

う
時
間
が
必
要
と
い
う
事
で
ご

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
社

会
に
向
け
て
、
他
国
の
国
旗
国

歌
に
対
す
る
意
味
を
知
っ
て
い

た
だ
く
と
い
う
の
も
、
１
つ
の

教
育
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

以
上
で
す
。

■
質　

問

　

寿
都
高
校
募
集
の
呼
び
掛
け

に
つ
い
て
、
教
育
長
に
伺
い
ま

す
。

　

今
年
度
の
寿
都
高
校
新
入
生

は
、
本
町
が
20
名
、
島
牧
か
ら

６
名
の
計
26
名
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
昨
年
ま
で

入
学
が
あ
っ
た
黒
松
内
か
ら
は

ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
他
町
村
か
ら
の
入
学

者
を
迎
え
な
け
れ
ば
、
寿
都
高

校
の
存
続
は
危
う
い
と
思
い
ま

す
が
、
生
徒
を
勧
誘
す
る
活
動

は
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

●
教
育
長

　

寿
都
高
校
募
集
の
呼
び
か
け

に
つ
い
て
の
御
質
問
で
す
が
、

本
年
３
月
北
海
道
教
育
委
員
会

は
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
づ
く
り

に
関
す
る
指
針
を
示
し
、
旧
指

針
に
お
け
る
地
域
キ
ャ
ン
パ
ス

校
を
地
域
連
携
特
例
校
と
名
称

を
変
更
し
、
人
数
要
件
に
つ
い

て
も
緩
和
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

要
件
と
し
て
地
元
か
ら
の
進

学
率
が
高
い
こ
と
、
地
域
の
教

育
資
源
を
積
極
的
に
活
用
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
等

が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
地
域
と
学
校
が
連
携
し
た

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
高
校

に
つ
い
て
は
、
５
月
１
日
現
在

の
１
年
生
の
在
籍
数
が
旧
指
針

の
20
人
未
満
か
ら
10
人
未
満
へ

と
緩
和
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

御
質
問
の
他
町
村
か
ら
の
入

学
者
の
募
集
活
動
に
つ
い
て

は
、
寿
都
高
校
が
中
心
と
な
り

実
施
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は

南
後
志
地
域
の
中
学
校
と
寿
都

高
校
で
組
織
し
て
い
る
、
南
後

志
中
高
連
絡
協
議
会
が
中
高
の

連
携
の
下
、
中
高
担
任
懇
談
会

や
寿
都
高
校
体
験
入
学
、
学
校

説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
昨
年
度
は
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
地
域
に
高
校

が
存
在
す
る
意
義
な
ど
の
講
演

会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
に
お
い
て
も
、
体
験
入

学
や
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

が
、
合
わ
せ
て
寿
都
高
校
の
魅

力
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
近
隣
町
村
の
中
学

生
、
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
方
々
に
も
寿
都
高
校
の
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
配
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
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さ
ん
来
て
い
た
だ
く
、
宿
泊
施

設
と
か
を
設
け
て
は
い
ま
せ
ん

の
で
、
な
か
な
か
遠
く
か
ら
の

入
学
生
は
難
し
い
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
や
は
り
近
隣
の
町

村
に
大
い
に
宣
伝
を
し
て
、
寿

都
高
校
に
来
て
も
ら
う
と
い
う

の
を
是
非
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

　

以
上
で
す
。

　

平
成
30
年
第
１
回
臨
時
会
は

４
月
16
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期

を
１
日
と
定
め
、
補
正
予
算
３

件
と
単
行
議
案
３
件
を
審
議

し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。　

《
補
正
予
算
》（
専
決
処
分
）

◆
専
決
処
分
の
承
認

（
平
成
29
年
度
寿
都
町
一
般
会

計
補
正
予
算
「
第
11
号
」）

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

予
算
総
額
に
300
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
59
億
55
万
２
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
総
務
費
（
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
特
産
品
取
扱
等
委
託
料
ほ

か
）　
　
　
　
　
　

300
万
円
増

　
◆
専
決
処
分
の
承
認

（
平
成
29
年
度
寿
都
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

「
第
１
号
」）
・
・
・
原
案
可
決

　

予
算
総
額
に
130
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
４
千
810
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
（
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
負
担
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

130
万
円
増

　

《
単
行
議
案
》

◆
訴
え
の
提
起
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

寿
都
町
字
歌
棄
町
有
戸
の
町

有
地
に
つ
い
て
、
地
域
振
興
施

策
の
推
進
及
び
景
観
形
成
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
建
築
物
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
土
地
の
明
渡

し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る

た
め
、
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
取
得

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

潮
路
小
学
校
及
び
高
校
生
の

送
迎
用
と
、
ニ
セ
コ
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
で
使
用
す
る
た
め
、

平
成
30
年
４
月
10
日
仮
契
約
に

付
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
２

台
の
取
得
に
つ
い
て
、
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

・
取
得
目
的

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
取
得

・
取
得
財
産

　

ト
ヨ
タ
ハ
イ
エ
ー
ス
ワ
ゴ
ン

　
　
　
　

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ビ
ン

　

10
人
乗　

２
千
700
Ｃ
Ｃ
２
台

・
取
得
金
額　

826
万
５
千
169
円

・
契
約
の
相
手
方

　

岩
内
郡
共
和
町
梨
野
舞
納

　
　
　
　
　
　
　
　

54
番
地
13

　

札
幌
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

　

岩
内
店

　
　

店
長　

中
嶋　

賢
一

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
に

つ
き
ま
し
て
は
寿
都
高
校
入
学

時
に
、
入
学
お
祝
い
金
の
支
給

や
大
学
試
験
な
ど
の
模
擬
試
験

や
資
格
試
験
の
受
験
料
の
全
額

助
成
、
安
全
安
心
な
学
校
給
食

の
提
供
、
通
学
交
通
費
に
つ
い

て
は
町
内
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

引
換
え
、
島
牧
村
以
外
の
町
村

に
つ
い
て
は
通
学
交
通
費
を
全

額
助
成
す
る
な
ど
、
内
容
を
充

実
さ
せ
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
寿
都
高
校
の
魅
力
を

学
力
と
捉
え
、
今
年
度
の
冬
か

ら
長
期
休
業
期
間
に
公
設
民
営

の
学
習
塾
を
開
設
し
、
学
力
向

上
に
向
け
て
の
環
境
整
備
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
人
数
要
件
が
緩
和
さ
れ
た

と
は
言
え
、
そ
れ
に
気
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
存
続
に
向
け
地

元
か
ら
の
進
学
者
の
確
保
、
さ

ら
に
、
近
隣
町
村
か
ら
の
進
学

者
の
確
保
を
図
り
、
安
定
し
た

入
学
者
を
維
持
し
、
そ
し
て
、

高
校
が
こ
の
地
域
に
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
や
保
護
者

の
精
神
的
負
担
、
経
済
的
負
担

の
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
、

高
校
、
そ
し
て
、
地
域
、
行
政

と
連
携
し
存
続
に
向
け
た
取
り

組
み
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

以
上
で
す
。

■
幸
坂
議
員

　

寿
都
高
校
の
募
集
に
つ
い
て

は
、
今
の
お
話
で
人
員
の
緩
和

化
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
、
今
私
も
聞
い
て
分
か
り
ま

し
た
。

　

た
だ
、
10
名
未
満
で
も
良
い

と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
な
ら
し

ば
ら
く
寿
都
の
子
供
た
ち
が

入
っ
て
く
れ
れ
ば
大
丈
夫
か
な

と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
け
ど
、

や
は
り
、
寿
都
高
校
を
た
く
さ

ん
の
生
徒
で
運
営
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

寿
都
小
学
校
は
１
年
生
か
ら

６
年
生
、
潮
路
小
学
校
も
含
め

て
み
て
い
き
ま
す
と
、
10
名
以

下
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

し
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
本
当

に
島
牧
、
そ
れ
か
ら
黒
松
内
か

ら
、
是
非
、
寿
都
高
校
に
来
て

も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

私
も
島
牧
と
か
黒
松
内
の
方

と
お
話
し
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
寿
都
高
校
の
内
容
の
良

さ
、
今
、
教
育
長
が
い
ろ
い
ろ

と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
、
寿
都
高
校
の
内
容
の
良
さ

が
ま
だ
ま
だ
伝
わ
っ
て
な
い
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
ふ
う
に

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

生
徒
だ
け
で
は
な
く
保
護
者

の
方
に
も
是
非
、
そ
の
良
さ
を

知
ら
せ
て
、
寿
都
高
校
に
た
く



◆
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
取
得
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

寿
都
中
学
校
で
使
用
し
て
い

る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
老
朽
化
が

激
し
い
こ
と
か
ら
更
新
す
る
も

の
で
、
平
成
30
年
４
月
10
日
仮

契
約
に
付
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
取
得
に
つ
い
て
、
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

・
取
得
目
的

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
取
得

・
取
得
財
産

　

41
人
乗　

220
馬
力　

１
台

・
取
得
金
額

　
　
　
　

２
千
364
万
３
千
581
円

・
契
約
の
相
手
方

　

小
樽
市
築
港
６
番
10
号

　

北
海
道
い
す
ゞ
自
動
車

　
　
　
　

株
式
会
社
小
樽
支
店

　
　

副
支
店
長　

大
原　

和
幸

の
任
命
に
同
意
い
た
し
ま
し

た
。

《
条
例
の
改
正
》

◆
寿
都
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
・
・
原
案
可
決

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
住
民
税
の
非
課
税
限
度
額

の
引
上
げ
及
び
た
ば
こ
税
の
税

率
を
３
段
階
で
段
階
的
に
引
上

げ
を
行
う
等
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

◆
寿
都
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
都
道

府
県
化
に
伴
い
、
国
民
健
康
保

険
税
の
算
定
方
式
及
び
税
率
の

改
正
と
、
地
方
税
法
施
行
令
の

改
正
に
よ
る
賦
課
限
度
額
と
軽

減
判
定
基
準
額
の
引
上
げ
等
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

《
補
正
予
算
》

◆
平
成
30
年
度
寿
都
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

予
算
総
額
に
５
千
445
万
４
千

円
を
増
額
し
、
総
額
を
53
億
９

千
645
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
衛
生
費
（
臨
時
的
任
用
職
員

賃
金)
　
　
　

45
万
５
千
円
増

・
農
林
水
産
業
費
（
風
力
発
電

等
ゾ
ー
ニ
ン
グ
可
能
性
モ
デ
ル

事
業
業
務
委
託
料
ほ
か
）

　
　
　
　

５
千
399
万
９
千
円
増

《
補
正
予
算
》

◆
平
成
30
年
度
寿
都
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

予
算
総
額
に
８
千
168
万
円
を

増
額
し
、
総
額
を
54
億
７
千
813

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
総
務
費
（
開
基
350
記
念
行
事

補
助
金
ほ
か)

　
　

200
万
円
増

・
農
林
水
産
業
費
（
漁
業
従
事

者
研
修
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
補

助
金
）　
　
　

７
千
968
万
円
増

　

平
成
30
年
第
２
回
臨
時
会
は

５
月
17
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期

を
１
日
と
定
め
、同
意
案
１
件
、

条
例
の
一
部
改
正
２
件
と
補
正

予
算
１
件
を
審
議
し
、
同
日
閉

会
し
ま
し
た
。　

《
人
事
案
件
》

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
の

　

同
意

・
金
木　

修
一　

氏

　
　
　
　
　

（
湯
別
町
下
湯
別
）

・
田
中　

直　

氏

　
　
　
　
　

（
湯
別
町
下
湯
別
）

・
今
田　

祐
治　

氏

　
　
　

（
黒
松
内
町
字
中
ノ
川
）

・
大
森　

繁
之　

氏

　
　
　
　
　

（
湯
別
町
下
湯
別
）

・
石
田　

隆
久　

氏

　
　
　
　
　

（
磯
谷
町
鮫
取
澗
）

・
秋
南　

重
信　

氏

　
　
　
　
　

（
湯
別
町
下
湯
別
）

・
下
田　

富
紀
子　

氏

　
　
　
　
　

（
湯
別
町
上
湯
別
）

議会日誌 平成30年4月22日以降

衆議院議員　中村裕之　国政報告会　（小西議長）

鈴木宗男・鈴木貴子北海道セミナー　（札幌市　小西議長）

後志総合開発期成会 定期総会　（倶知安町　小西議長）

国保運営協議会　（小西議長）

寿都地区地域安全運動出動式（小西議長）

南部後志町村議会正副議長会 定期総会　（小西議長、石澤副議長）

平成３０年第２回臨時会・全員協議会

経済講演会　（小樽市　小西議長）

寿都商工会 通常総会　（小西議長）

４月　　

22日

28日

５月　　

8日

10日

11日

17日
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